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懲
餐
纂
騨
繕
．

九
〇

（
一
二
五
二
）

鶴
田

皓
の
「
妾
」
論

鏡
・
明
治
法
劉
史
料
雑
纂
（
気
）

手

塚

豊

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
。
慶
感
義
塾
図
書
館
蔵
『
備
考
』
（
主
と
し
て
太
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
》

玄、

参
事
院
．
内
務
雀
の
郵
紙
に
書
か
れ
た
数
十
の
文
書
を
収
鎌
し
た
も
の
）
の
中

に
綴
り
こ
ま
れ
て
い
る
明
治
十
二
年
の
廃
妾
事
件
闘
係
の
三
文
書
の
中
の
硝
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
》

で
ぎ
参
事
院
十
行
郷
紙
二
枚
に
浄
書
さ
れ
た
鶴
田
織
よ
り
『
井
上
老
台
』
宛
の

意
見
書
で
あ
る
．
そ
の
内
容
は
．
鶴
田
が
妾
存
否
の
『
愚
考
』
を
述
べ
た
も
の

で
、
苑
名
の
『
井
上
老
台
』
は
．
井
上
毅
と
思
わ
れ
る
。

㌧
窮
沿
十
二
年
二
月
．
旧
珊
法
嬢
案
（
勇
治
十
五
年
刑
法
y
の
審
査
を
行
つ
て

い
瀧
弼
法
箪
案
審
査
局
に
お
い
て
．
草
案
．
中
に
妾
の
存
在
を
み
と
む
べ
き
や
否

や
が
閥
題
に
な
り
．
．
太
政
宮
に
伺
出
た
と
こ
ろ
、
同
年
六
月
．
太
政
官
は
草
案

か
ら
妾
の
名
謝
を
一
切
削
る
よ
う
に
戯
決
し
た
の
で
．
旧
刑
法
の
審
査
修
正
案

婚
”
老
院
蕊
出
案
）
で
は
．
妾
に
関
す
る
条
項
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
た
．
わ
が
国

禽
兼
の
伝
続
で
あ
つ
た
一
夫
多
妻
の
嬬
姻
形
式
が
崩
壊
す
る
直
接
の
契
機
と
な

つ
た
出
来
事
で
あ
る
．
こ
の
明
治
十
二
年
分
廃
養
事
件
に
関
す
る
資
料
ぱ
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

日
、
『
法
規
分
類
大
全
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
．
す
な
わ
ち
．
虜
治
十
二
年
二
月
二

十
七
日
・
刑
法
草
案
審
査
局
飼
、
そ
れ
に
対
す
る
同
年
六
月
二
十
三
日
・
太
歳

官
指
令
、
並
に
同
年
三
月
二
十
玄
日
・
法
翻
局
議
案
、
同
年
月
日
欠
・
内
閣
書

記
官
局
議
案
（
共
に
廃
菱
の
至
当
な
る
こ
と
を
上
申
し
た
訟
案
）
．
そ
し
て
同
年
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
》

月
日
欠
・
『
妾
名
廃
存
ノ
儀
畠
付
大
書
記
官
罵
晦
三
郎
外
三
名
建
議
』
（
妾
の
存

続
を
み
と
め
ん
と
す
る
意
見
書
）
が
．
そ
れ
で
あ
る
．
こ
の
資
料
を
利
用
し
て
．

当
時
の
蕎
を
蒙
し
奮
竃
宅
に
季
の
嚢
に
滲
砦
塁

ζ
こ
で
は
詳
し
い
説
虜
は
省
略
し
た
い
。
因
み
に
、
前
述
の
刑
法
輩
案
審
査
局

伺
提
出
当
時
の
審
査
局
の
主
要
な
構
成
メ
ソ
パ
ー
は
．
総
裁
棉
際
煎
光
（
元
老

院
識
官
）
．
委
員
細
翅
測
次
郎
（
同
前
）
、
津
田
出
（
同
前
）
．
村
田
保
（
太
救
官

少
書
記
官
）
、
山
崎
直
胤
（
同
葡
）
．
鶴
田
皓
（
司
法
大
書
記
官
V
等
で
あ
つ
た
．

　
さ
て
．
鶴
田
の
『
愚
考
』
の
日
附
が
『
五
月
九
日
』
と
あ
る
は
、
明
治
十
二

　
　
　
　
　
　
　
｛
6
》

隼
の
日
附
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
『
愚
考
』
は
、
前
述
の
刑
法
草
案

審
査
局
伺
が
提
出
さ
れ
恕
後
．
太
政
官
指
令
が
出
さ
れ
る
以
前
に
曜
鶴
田
が
露



邑
の
所
見
を
．
か
つ
て
刑
法
審
査
局
の
同
僚
婁
員
で
あ
つ
た
内
務
大
書
記
官
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
》

上
叢
（
十
年
十
二
月
二
十
五
鐸
ー
十
一
年
十
月
三
十
日
、
刑
法
審
査
委
負
V
宛
に
．

癒
見
憩
販
の
回
答
と
し
て
、
書
き
送
つ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
．
こ
う
し
た
意

見
書
傭
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
発
表

す
る
次
第
で
あ
る
．

　
そ
の
見
解
は
．
主
と
し
て
明
清
律
に
．
妾
を
妻
と
國
列
の
親
着
と
す
る
規
定

の
な
い
こ
と
か
ら
、
わ
が
翼
に
お
い
て
も
そ
れ
に
倣
う
べ
し
と
す
る
も
の
で
あ

る
．
す
な
わ
ち
、
妻
を
親
属
の
中
か
ら
鶴
五
こ
と
だ
け
を
主
彊
し
た
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
つ
て
（
当
時
施
行
中
の
新
律
綱
償
の
孟
等
競
図
の
規
是
で
は
．
妾
は
妻

と
隊
列
の
二
等
親
の
親
属
で
あ
る
）
、
『
妾
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
．
『
今
禁
之

則
不
可
』
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
鶴
田
は
後
に
．
旧
刑
法
審
識
の
元
老
院
本

会
議
に
お
い
て
も
、
同
趨
旨
の
見
解
を
述
ぺ
．
妾
は
『
雇
人
』
と
し
て
処
遇
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
》

べ
き
や
あ
る
と
述
べ
て
い
る
．

当
時
の
嚢
遵
翰
驚
奮
の
定
肇
礼
の
ご
之
美
姦

募
立
魂
ら
の
嚢
へ
雷
の
ご
と
職
毒
蓉
上
の
差
の
み
暮

認
す
る
主
彊
と
が
入
り
ま
じ
つ
て
い
る
こ
と
は
ー
新
穆
綱
偵
に
お
け
る
妾
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

二
等
親
に
反
対
す
る
点
で
は
両
者
の
主
藤
が
合
致
し
て
い
る
が
ー
ー
廃
妾
論
の

意
磯
を
遮
求
す
る
際
、
十
分
に
考
慮
す
べ
き
閲
魑
点
で
あ
ろ
う
．
な
お
、
前
掲

漆僧

衡
徽
案
は
『
男
子
妻
妾
ヲ
並
迎
ス
ル
ハ
本
邦
ノ
習
俗
昌
シ
テ
従
来
法
律
昌

公鎗スト

イ
ヘ
ト
モ
…
…
天
理
昌
違
ヒ
人
情
昌
反
ス
ル
ノ
叢
シ
キ
モ
ノ
ト
謂
7

　
露
》

叢
．
抄
｝
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
．
そ
れ
腺
朋
ら
か
に
．
森
系
統
の
所
諭

で
あ
葛
。
こ
れ
に
反
し
て
前
掲
需
閥
書
記
官
局
議
案
は
．
そ
の
沿
旨
か
な
ら
ず

し
も
崩
裾
で
は
な
い
が
．
『
法
律
ノ
輿
文
晶
於
ヂ
ハ
妾
1
轍
義
ツ
傑
裳
ス
ル
ノ

　
　
　
　
魯
画
欝
の
鯨
奏
』
論

　
　
　
　
　
　
　
露
）

旧
章
ヲ
削
ル
ヘ
キ
ナ
リ
』
と
い
う
語
調
か
ら
み
て
．
む
し
ろ
鶴
田
の
所
見
に
近

い
も
の
で
あ
つ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
．
鶴
田
が
『
愚
考
』
の
末
尾

で
『
兄
之
高
按
無
復
間
然
』
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
．
井
上
毅

の
見
解
も
ま
た
．
鶴
田
と
同
じ
悉
あ
つ
た
と
憩
像
さ
れ
る
．

　
『
備
考
』
の
中
に
．
廃
妾
事
件
関
係
の
文
書
が
．
鶴
田
の
『
愚
考
』
以
外
に

　
　
ゴ

ニ
編
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
が
．
そ
れ
腺
内
閣
婁
記
官
局
識
案
（
輿
治

十
二
年
月
日
欠
）
（
参
事
院
十
行
罫
艇
五
枚
）
と
．
小
中
村
漉
矩
「
奏
壷
名
義
考
』

（
明
治
十
二
年
置
月
廿
旧
）
（
参
事
院
十
三
行
罫
鋲
八
枚
と
．
例
に
縄
用
艇
の
『
遥
鵠
』

一
枚
）
で
あ
る
．
前
者
は
．
前
掲
の
『
法
規
分
撹
大
全
』
所
域
の
も
の
と
同
一

で
あ
る
か
ら
と
く
に
述
ぶ
べ
き
こ
と
も
な
い
が
．
後
者
は
、
こ
れ
ま
で
小
中
村

博
士
の
論
考
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
『
妻
を
二
等
漉
と
す
る
説
』
と
全
く
同
輔

内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
惹
か
れ
る
．
前
掲
内
悶
書
記
官
局
譲
案
に

『
小
中
村
清
矩
力
套
妾
名
義
考
昌
拠
ル
』
と
記
さ
れ
た
個
所
が
あ
る
こ
と
か
ら

剰
蛎
す
る
と
、
『
妻
妾
名
義
考
』
は
．
内
潤
書
記
宮
局
の
諮
問
に
答
え
．
当
時
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
》

東
京
大
学
文
学
部
欝
師
で
あ
つ
た
小
中
村
博
士
が
上
申
し
た
文
書
で
あ
り
、
後

に
博
士
は
そ
の
蓑
題
を
『
妾
を
二
等
親
と
す
る
説
』
≧
改
め
．
学
衛
勘
文
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
惣
》

て
発
表
し
た
も
の
と
み
て
い
い
．
簿
士
の
こ
の
論
考
が
．
明
治
十
二
年
の
廃
妻

事
件
に
直
接
関
係
す
葛
文
書
濫
由
来
す
る
こ
と
は
．
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
つ

た
事
・
実
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
に
述
べ
た
ご
と
く
。
鶴
田
の
『
愚
考
』
他
二
篇
の
廃
妾
事
件
隣
係
文
書

ほ
．
い
ず
れ
も
参
事
院
罫
紙
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
．
参
事
院
ば
、
明
泊
十

四
年
十
月
二
十
一
9
、
『
内
薫
ノ
命
昌
依
墾
法
律
規
則
ノ
準
定
審
糞
昌
参
預
界

ル
・
（
駄
謡
懇
鱗
鰻
冨
関
も
護
け
ら
れ
奄
の
で
蓉
．
あ
叢
廃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
蝋
　
　
　
（
一
ご
雄
葦
V



　
　
　
　
葺
嚇
嘱
螺
締
藁
げ
”
伊
湊

璽
ヒ
嚢
宰
薗
の
廃
妾
事
件
薗
婆
書
を
．
な
ぜ
復
写
奪
溺
製
す
る
必
要
が
あ
つ

な
り
加
」
こ
の
点
は
わ
か
ち
な
い
．
，
参
事
院
で
妾
の
問
題
が
な
ん
ら
か
の
形
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
》
露
》

翼
灘
℃
、
そ
の
参
考
資
料
に
作
成
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
．
な
お
後
考
に
ま

ち
た
い
．

　
（
1
）
、
．
麿
慮
義
塾
図
書
館
蔵
『
備
考
』
第
四
冊
．
こ
れ
は
故
幸
田
成
友
博
士
の
所

　
　
．
篇
本
で
あ
つ
た
が
．
元
来
は
大
襟
鐘
一
の
蔵
書
で
あ
る
．
虜
治
時
代
の
前
学
．

　
　
索
政
官
権
少
書
記
官
．
参
事
院
議
宮
篇
．
p
内
務
省
官
房
長
．
内
務
省
緊
治
局

　
　
畏
．
内
勝
総
務
長
官
等
を
慶
任
し
た
大
森
が
・
そ
の
在
職
中
に
叛
得
し
た
文
書

　
　
を
「
備
考
』
と
題
し
、
十
一
器
に
ま
と
め
て
保
存
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．

　
（
2
）
　
鶴
田
は
．
旧
肥
前
藩
士
．
閉
治
初
年
以
来
、
刑
部
省
、
司
法
省
に
在
職
．

　
　
後
に
参
事
院
議
官
．
元
老
院
議
官
に
す
す
み
．
明
治
二
十
一
年
四
月
、
五
十
四

　
　
歳
で
選
去
．
新
律
繕
儀
は
じ
め
多
く
の
法
奥
編
纂
に
参
与
し
た
律
令
学
者
で
あ

　
　
る
．
彼
の
伝
記
に
「
鶴
田
餓
君
略
伝
』
（
日
本
の
法
律
・
舅
治
二
十
一
年
第
四

　
　
号
・
五
六
頁
以
下
）
が
あ
る
．

　
（
3
）
　
『
法
規
分
須
大
全
㌧
．
刑
法
門
・
刑
律
鱒
・
三
八
三
頁
1
1
三
八
七
頁
．

　
　
　
　
　
　
（
良
の
閣
追
い
か
）

　
（
4
）
　
庵
崎
三
郎
（
大
書
記
官
×
大
野
絨
（
太
政
官
権
大
書
記
官
）
、
馬
屋
原
彰

　
　
（
太
政
宮
少
書
記
官
冥
桜
井
能
監
（
同
前
）
の
連
名
で
あ
る
．

　
（
5
）
　
高
柳
真
三
『
妾
ノ
消
減
㌧
法
学
新
報
第
四
六
巻
九
号
・
一
九
貰
以
下
．

　
　
同
前
『
明
治
初
年
に
於
け
る
家
族
制
度
改
掌
の
一
研
究
ー
」
妾
の
廃
止
ー
認

　
　
（
日
本
法
理
叢
書
第
三
輯
）
。
四
四
頁
以
下
、
石
井
良
助
『
明
治
文
化
史
・
法
制

　
　
繕
』
・
四
五
四
頁
等
。

　
（
6
）
後
に
本
文
で
述
べ
る
ご
と
く
．
参
事
院
は
明
治
十
四
年
十
月
の
創
設
で
あ

　
　
り
．
、
そ
の
罫
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
絃
．
本
資
料
は
原
文
で
ば
な
く
、
明

　
　
治
十
四
年
以
降
の
復
写
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
．

　
（
7
）
　
『
百
官
履
歴
』
（
史
籍
協
会
本
）
上
巻
二
潟
〇
三
頁
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
　
　
（
一
二
五
四
｝

（
8
》
　
『
元
老
院
会
譲
筆
記
』
明
治
十
三
年
四
丹
六
日
の
条
（
刊
行
会
本
。
前
期

第
八
巻
・
一
輔
二
頁
…
幽
＝
二
頁
》
。
な
お
、
元
老
院
の
廃
妾
諭
争
に
つ
い

　
て
は
．
拙
稿
『
元
老
院
の
妾
論
議
』
。
法
学
セ
ミ
ナ
馨
・
昭
和
三
十
二
隼
六
月

　
号
。
四
二
頁
以
下
参
照
。

（
9
）
　
森
の
廃
妾
論
に
つ
い
て
は
、
高
抑
・
前
掲
妾
ノ
消
滅
・
法
学
新
鞭
第
四
六

　
巻
九
号
二
一
五
頁
以
下
．
玉
城
肇
『
日
本
家
族
制
度
の
撹
判
ー
半
封
建
的
家

　
族
制
度
の
本
質
』
・
、
輔
○
○
頁
以
下
等
参
照
．

（
憩
）
　
政
府
部
内
に
．
こ
の
よ
う
な
意
見
が
あ
つ
た
こ
と
は
、
世
間
に
も
洩
れ
た

　
と
み
え
て
、
明
治
十
二
年
四
月
十
八
日
．
朝
野
新
聞
は
『
妾
は
こ
れ
ま
で
二
等

　
親
だ
つ
た
が
．
非
難
が
多
い
の
で
等
外
に
し
よ
う
と
の
意
見
、
あ
る
が
、
三
尊

　
親
位
に
落
ち
つ
く
ら
し
い
の
で
鎗
仲
間
少
し
は
安
心
』
と
報
じ
て
い
る
。

（
U
）
　
前
掲
分
須
大
全
・
三
八
四
頁
。

（
1
2
）
　
前
掲
書
・
三
八
五
頁
．

（
捻
）
　
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
」
上
巻
・
七
一
置
頁
．

（
1
4
）
　
こ
の
論
文
は
、
最
御
．
『
掌
芸
志
林
』
第
五
巻
（
明
治
十
三
年
）
に
発
褒

　
さ
れ
た
が
、
後
に
博
士
の
詮
文
集
『
陽
春
廠
雑
考
』
（
明
治
三
十
年
）
巻
二
・
九

　
二
頁
以
下
に
収
録
さ
れ
た
．
こ
の
論
文
の
表
題
下
に
『
十
二
年
十
二
月
積
』
と

　
あ
る
か
．
本
文
で
述
べ
た
ご
と
く
．
実
騒
㊧
成
稿
は
十
二
年
五
月
二
十
日
で
あ

　
蚤
か
ら
、
そ
れ
ぱ
雑
誌
原
稿
の
成
稿
償
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
．

（
15
｝
　
大
森
鐘
一
が
単
に
備
亡
用
に
作
成
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
．

（
旭
）
　
鶴
田
、
井
上
共
に
参
事
院
議
官
（
鶴
田
は
．
十
四
年
十
月
ー
ー
十
八
年
十

　
二
月
．
聾
上
は
十
四
年
十
月
ー
十
八
年
十
二
月
）
で
あ
つ
た
か
ら
．
そ
の
ど

　
ち
ら
か
が
．
大
森
議
官
補
（
十
四
年
十
月
ー
十
八
年
六
月
）
に
、
葡
田
の
「
愚

　
考
』
を
手
交
し
た
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
．



　
愚
考

大
窒
令
妻
ヲ
以
テ
ニ
等
親
昌
位
ス
ル
者
其
源
因
ヲ
詳
晶
セ
ス
新
律
綱
領
ハ
即
政

府
ノ
特
會
一
依
リ
旧
章
昌
率
由
ス
ル
ナ
リ
別
ご
説
ア
ル
コ
ト
ナ
シ

窮
清
律
妻
妾
ノ
夫
ヲ
殴
ッ
等
ノ
条
ア
レ
ド
モ
桑
貴
説
ノ
通
リ
蓼
連
帯
シ

テ
篠
ヲ
立
テ
シ
モ
ノ
ナ
サ
故
晶
喪
服
図
。
二
明
昌
家
長
ノ
為
メ
服
ス
ト
書
シ
本

宗
外
戚
ノ
喪
服
ト
別
異
ス
是
用
尊
卑
ノ
別
ナ
リ
巳
昌
親
属
昌
ア
ラ
ス
安
ソ
親
属

惣
”
薩
ノ
列
晶
在
ラ
ソ
ヤ
唯
為
家
長
容
隠
ス
ル
耳

瀧
律
分
財
法
一
一
ハ
妾
出
ノ
外
稗
子
姦
子
皆
庶
子
昌
列
ス
唯
其
財
産
分
派
ノ
法
聯

輿
ナ
ル
耳

我
朝
上
古
ハ
不
知
中
世
以
来
諸
桑
ハ
妾
ヲ
以
テ
家
女
ト
云
ヒ
宮
家
方
ニ
テ
ハ
家

女
房
ト
称
ス
是
ハ
家
来
又
ハ
家
臣
家
ノ
子
杯
称
ス
ル
ノ
類
ナ
ル
可
シ
何
ソ
ト
ナ

レ
ハ
其
取
扱
昌
至
テ
家
僕
家
緯
三
異
ナ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

古
モ
庶
母
ト
称
シ
テ
服
ア
ル
ハ
妾
ノ
子
ア
ル
者
ノ
コ
ト
ナ
リ
子
ア
レ
ハ
則
チ
所

生
母
ノ
服
ア
リ
固
ヨ
リ
可
然
故
二
庶
母
ト
云
フ
ハ
妾
ノ
本
名
ニ
ア
ラ
ス

巳
、
轍
私
生
ノ
子
ア
レ
ハ
嫡
母
ナ
カ
ル
電
カ
ラ
ス
嬬
子
姦
子
皆
本
妻
ヲ
指
シ
テ
嫡

母
ト
為
ス
盤
㎜
レ
ハ
嫡
母
ハ
独
夢
ハ
妾
子
昌
対
ス
ル
ノ
語
昌
ア
ラ
サ
ル
蟹
ト
明
ナ
リ

清
律
橘
麟
妻
妾
拉
蝿
ス
ル
時
ハ
必
ス
夫
ト
称
ス
妻
ヨ
リ
称
ス
ル
語
晶
従
テ
文
ヲ
省

暑
ナ
箕
翼
誉
蓄
－
馨
4
騰
嬰
嚢
轟
ス

雍
姦
夫
ノ
条
壌
、
曝
灘
馨
琴
灘
源
饗
嚢
ノ
隻
萎
萎
藁

倒
昌
ハ
妻
過
失
殺
夫
妾
過
失
殺
家
長
ト
ア
リ

　
　
　
縮
田
伯
の
『
妻
』
融

其
他
喪
膿
ノ
解
昌
．
妻
ハ
称
夫
妾
ハ
赤
家
前
尊
卑
ノ
．
分
ナ
リ
云
々
ト
ア
リ
殻
昌
套

為
夫
服
妾
為
家
長
服
ト
分
尉
セ
リ

闘
殴
律
其
他
妻
妾
其
夫
親
属
ト
相
殴
相
犯
ス
者
寛
厳
不
一
或
ハ
以
名
分
厳
之
或

ハ
以
凝
賎
寛
之
或
ハ
以
父
ノ
故
尊
之
各
有
其
義
今
輔
々
不
弁
之

按
和
漢
有
妾
之
設
固
便
法
ナ
リ
故
今
禁
之
則
不
可
但
昇
而
置
之
親
属
則
乱
倫
甚

夷
兄
之
高
按
無
復
間
然

　
　
五
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
田
　
　
皓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
敬
拝
答

　
　
　
井
上
老
台

九
欝

（
備
二
五
霊
百


